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漢方医学の流れ

･「漢方医学」は、中国起源の医学を基に、
日本で独自の発展を遂げた伝統医学。

・中医学、韓医学は、起源は同じだが、異なった医学体系を形成している。
・江戸中期に伝来したオランダ医学を｢蘭方」と呼んだのに対して、
従来の日本の伝統医学を｢漢方」と呼ぶようになった。

奈良時代以降に伝来
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日漢協が関係する医薬品
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漢方薬の原料となる生薬
植物の花、葉、茎、根 樹木の樹皮、果皮

動物由来資源 鉱物由来資源

• 人参（朝鮮人参）
• 蘇葉（シソ）
• 乾姜（ショウガ）
など

• 山椒（サンショウの
実）

• 陳皮（ミカンの皮）
• 桂皮（シナモン）
など

• 蝉退（セミの抜け殻）
• 牡蛎（貝殻）
• 竜骨（ほ乳類の骨化石）
など

• 石膏（天然石膏） など
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生薬の品質を安定化するための
品質規格

厚生労働省 「日本薬局方」

生薬の基原種 性状（外部および内部
形態・色・味・臭い） 確認試験 純
度試験 乾燥減量 灰分 酸不溶性灰
分 エキス含量 成分など規定
※5年に1度の改正

＋
「各社自社基準・規格」

日本薬局方で規定していないその他の品質管理項目を含む、各社独自の品質規格
★基原種の限定 ★管理指標成分 ★残留農薬 ★微生物 ★重金属 など
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漢方製剤等の市場動向
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漢方製剤等の市場現況

国内の医薬品生産金額（H28）

→医薬品全体＝約6兆6,239億円、

→内、漢方製剤等＝約1,626億円（全体の約2.5％）
（内訳）医療用医薬品：約1,275億円（構成比約78％）

一般用医薬品： 約351億円（構成比約22％）

直近５年間(H24-28)において、

①医療現場での有用性評価の高まりなどを背景として、

医療用漢方製剤等は約1.6％増

②一般用を含む漢方製剤等全体を見ても、

約7％増と堅調に推移（医薬品全体では、約5.1％減）

漢方製剤等の市場動向

＊漢方製剤等：薬事工業生産動態統計において、薬効分類が①漢方製剤、②生薬、

③その他生薬及び漢方処方に基づく医薬品に分類されるものの合計をいう。

（医療用医薬品全体では、約6.3％減）



生産量

日本向け 生産量(日本向を除外)

原材料（生薬）の調達状況

日本漢方生薬製剤協会調 2016年度 「原料生薬使用量等調査」

生薬の主要調達先は中国である 日本の輸入量は中国生産量の
0.5%程度である

中药材出口贸易现状(2016年）

资料来源：国家统计局、华经产业研究院整理

約2万t

約400万t
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日本10.7% 中国77.0% （H28年度）



H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

中成薬

中薬刻み

西洋薬（原料と製剤）

中国における生薬関連情報

中国では原料生薬への需要が高まっている

中国医薬工業生産総額

年間

約20%
伸長

単位：兆円

出典：「2016年医薬工業経済運行分析」中国 国家工業・情報部
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